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一般科目応用数学科  中谷実伸 
０・はじめに 
 
 福井高専ではこの 10 年余り「グラフ電卓 TI-89」を用いた数学教育に取り組んできまし
た。総合情報処理センターの全端末に、グラフ電卓と PC を連携させるソフトウェア
「TI-connect」がインストールされてからは、授業や課題・実験などに活用し役立てていま
す。今回はその中の「グラフアート」に関する活用について述べたいと思います。 
  
１・グラフアートとは 
 
まずは右の図を見てください。なんとなく人が笑った顔
に見えませんか。 
 実はこの図は３つの放物線からできあがっています。 
 放物線の位置や定義域、値域などを調整することによっ
て、たった３つの放物線から笑っている顔を描くことが出
来たのです。 
 グラフアートとはこのように、関数のグラフを使って絵を描くというものです。たかが
グラフと侮る事なかれ、中には芸術作品と言えるような作品もあります。 
 福井高専では例年、このグラフアートのコンテストを行っていて、ここ数年は全国規模
のコンテストとなっています。いくつかの作品例をお見せしましょう。 
 
   
  
これまでのグラフアートのコンテストへの参加は、グラフ電卓同士のデータ交換に依る
提出が主なものでした。しかし、TI-connect が導入されたことにより、これまでと比べて
とても簡単で迅速な提出が可能となったのです。次章以降ではその保存と提出について説
明します。 
 
２・グラフアートの保存  
 
 グラフアートコンテストに応募する際には、保存されたグラフのデータを提出することに
なります。 
 グラフデータには２つの保存形式があります。１つは GDB（グラフデータベース）、も
う１つは PIC（ピクチャ）です。GDB とはグラフを構成する数式のデータをすべて保存す
る形式です。それに対して PIC は描画された「絵」の情報以外含みません。つまり式のデ
ータを含んでいないのです。そのため、PIC で保存されたデータからは元の数式を見るこ
とが出来ません。その代わり、再生はあっという間です。PIC は第三者に「絵」だけを見
せたいときなどには非常に有効な保存形式ということになります。 
 
それでは具体的な保存方法について説明します。  
 グラフをまず GDB で保存します。グラフの表示画面から F1 を押し、2:Save Copy As…
を選択して（図 1）、ENTER キーを押します。すると SAVE COPY AS というウィンドウ
が開きます。 
 先頭の「Type」で保存形式を選択します。GDB と PIC の 2 種類があるわけですが、こ
こでは GDB を選択します。「Folder」は保存する場所です。ここは main のままで構いま
せん。最後の「Variable」には保存するファイル名を入力します。（図 2）。 
  
図 1 図 2 
ファイル名を入力してから ENTER キーを 2 度押せば保存されます。 
 PIC で保存する場合には、先ほどの図 2 の画面で、「Type」を PIC にするだけです。た
だし、ファイル名は GDB とは違う名前にしなくてはなりません。またファイル名には英数
文字が使えますが、先頭は必ずアルファベットにしなくてはなりません。提出するデータ
については、あとで整頓がしやすいように、それぞれファイル名を、 
GDB ファイル クラス名＋出席番号＋g 例  f401g ,  b334g 
PIC ファイル クラス名＋出席番号＋p 例  ei308p ,  c340p 
と指定することにしました。 
 
３・グラフアートの提出 
 
 グラフアートコンテストへの参加は、全部で 3 つのファイルの提出で行います。 
1. 提出用シートファイル 
2. GDB ファイル 
3. PIC ファイル 
 以上の３つです。 
まず総合情報処理センターの端末にログインします。グラフ電卓と PC を繋いだら、まず
TI-connect を立ち上げ、TI Device Explorer
を起動します。 
 main フォルダの中に、Graph Database
と Picture というアイコンがあるので、その
横の+をクリックして、先ほど保存したファ
イルがあることを確認し、それぞれデスクト
ップにドラッグ＆ドロップします。 
 これで GDB ファイルと PIC ファイルが、
グラフ電卓から PC へと移されました。 
 
次に提出用シートファイルを作成します。  
まず TI Screen Capture を立ち上げます。グラフ電卓側では PIC ファイルを開き、その
画面をキャプチャして、画像を JPEG ファイルとしてデスクトップに保存します。 
  
次に共有フォルダにアクセス
して、「数学」フォルダの中の「グ
ラフアート」フォルダを開き、
「グラフアート提出用シー
ト.doc」というファイルをデスク
トップにドラッグ＆ドロップし
ます。 
 「グラフアート提出用シー
ト.doc」を開いて、クラス、番号、
名前、提出日などを書き込みま
す。 
 
次に先ほどデスクトップに保
存したグラフ画像を、シートの真ん中の表に貼り付け、表の下の段にタイトル（題名）を
書き込みます。 
最後に「工夫した点、見どころ」と「感想」を書き込んだら、「ファイル」から「名前を
つけて保存」を選びます。 
これで提出用シートが完成しました。 
 
 さて、共有フォルダ内の「グラフアート」フォルダ内には、先ほどの doc ファイルの他
に、「自由」「制限」の 2 つのフォルダがあります。提出する部門のフォルダを開きます。
使われている関数の数が 10 個以下ならば「制限部門」、11 個以上ならば「自由部門」です。 
 中には「シート」「GDB」「PIC」の 3 つのフォルダがあります。それぞれのフォルダに、
先ほど保存した提出用シート、GDB ファイル、PIC ファイルをそれぞれ提出します。 
 以上で、グラフアートの提出が完了となります。 
  
４・最後に 
 
 ネットワークを利用したグラフアートファイルの提出は、提出する学生側だけでなく、
ファイルを集める教員側にも非常にメリットの大きなものとなりました。 
これまではデータ収集だけでなく、実際のファイル画像を確認するにも時間がかかって
いました。データ収集は 1 人ずつ。提出用シートにグラフアートの画像を貼ることもでき
ませんでした。 
しかし現在では、共有フォルダにアクセスすることにより一括収集がなされ、提出用シ
ートを確認することで、画像はもちろん、そのタイトルや出品部門まで確認することがで
きます。全端末の環境を整備し、今回のような提出方法を確立したことにより、収集・管
理の面に於いて大幅な効率化が実現されたのです。 
  
 このようなシステムが構築できているのは、全端末に TI-connect が導入されている福井
高専ならではだと思います。 
 今後もこのシステムを活用した数学教育について考えていきたいと思います。 
 
